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第 4章では、K 施肥を 3 処理設け、さらに各区にサリチル酸の葉面散布処理を行って収
量および品質を調査した。サリチル酸溶液は 1 回出穂期に葉全体に散布した。乾燥ストレ
ス処理は開花期から収穫期まで行った。その結果、乾燥ストレスにより低 K 施肥区とサリ
チル酸無散布区では収量が著しく低下したが、サリチル酸散布区では、Kの施肥量の増加
にともなって分げつ数、千粒重が増加し収量も増加した。また、子実デンプンと水溶性ペ
ントサン含量が著しく増加した。以上の結果、K単独施肥でなく、サリチル酸の葉面散布
を併用すると、K 施肥量が少ない場合に比べて乾燥ストレスによる収量と品質の低下を大
幅に軽減できることが示された。 
第 5章では、第 3章から第４章まで得られた結果をもとに、乾燥ストレスの影響を軽減
し収量の増加と品質の向上を図る方法として、NPK の施肥量、また、K 施肥と同時にサリ
チル酸などの植物成長調整剤の葉面散布を併用することがより有効であると考察した。 
以上のように、本論文は、今後の乾燥地農業において貢献できる貴重な情報を提供して
おり、小麦の品質と収量安定化を図るための実用的な研究として評価できるものである。
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
